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将来見通し

本プレゼンテーションには、中外製薬の事業及び

展望に関する将来見通しが含まれていますが、

いずれも、既存の情報や様々な動向についての

中外製薬による現時点での分析を反映しています｡

実際の業績は、事業に及ぼすリスクや不確定な

事柄により現在の見通しと異なることもあります｡
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世界市場の成長率は鈍化。日本市場は低成長が続き、シェア下落
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出典：IMS
（2007 世界市場は、当社見込）

医薬品市場成長率
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医療費抑制

薬価改定

包括制の拡大

長期収載品に対する抑制策、

ジェネリック薬の普及促進

国内外での革新的新薬の継続的上市・早期市場浸透が重要

産業政策・薬価制度等への反映

新医薬品産業ビジョン（2007/8/30） 社会保障費1.6兆円圧縮（~2012）

医薬品関連予算の重点化、

研究開発優遇税制の充実

治験環境・審査体制の整備

革新的新薬に対する適正な評価

日本の製薬産業を取り巻く環境

イノベーション・
産業振興



5出典： ヒューマンサイエンス振興財団 国内基盤技術調査報告書を改変

治療の満足度

薬剤の

貢献度

高い低い

低い

高い ◆ 消化性潰瘍

◆ 高血圧症高脂血症 ◆

◆ 胃がん

◆ 大腸がん

◆ 乳がん

◆ アルツハイマー病

◆ 統合失調症

◆ 糖尿病性腎症

糖尿病性

神経障害

◆

◆ 関節リウマチ

◆ C型肝炎

◆ 肺がん

市場規模は大きいが、
薬剤の完成度は高く

競合が激しい

治療充足度が低く、
革新的新薬により今後
の成長が期待できる

アンメット・メディカル・ニーズ

治療の満足度と薬剤の貢献度
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これまでの当社の取組み

営業利益

* (9ヶ月決算)
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ロシュとの戦略的提携
体制始動（10月～）
低分子医薬研究協力

契約（9月）
生産1拠点売却

バイオ医薬研究協力
契約（4月）

医療用医薬品事業へ
集中化（12月）

「Sunrise 2010」開始
戦略マーケティング
体制構築（7月）
研究1拠点閉鎖
生産1拠点売却

アクテムラ®海外共同開発
・販促契約締結（7月）

アバスチン®導入（12月）
研究2拠点・生産1拠点閉鎖

6品目上市
アクテムラ®海外申請

2010年目標見直し（2月）
オンコロジーユニット設置（10月）

8品目申請

267
2001

2,117

303
2002

2,374

2003*

2,327

2004

2,946

791

2005

3,271

583

2006

3,261

667

2007

3,448
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最近（2006～）の主要イベント

8品目申請（2006）
コペガス®上市（2007/3）
アバスチン®上市
（2007/6）
アクテムラ®海外申請
（2007/11）
タルセバ®上市（2007/12）
ゼローダ®結腸がん術後
補助適応拡大（2007/12）

EPO包括化（2006/4～）

製販後全例調査厳格化

タミフル®処方制限
（2007/1Q～）

海外主要国の平均を
下回るアバスチン®薬価

エポジン®競合品上市
（2007/7）と海外主要国
の平均を下回る薬価

サノフィ・アベンティス品
販売権返還（2007/12）
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環境変化を踏まえた売上成長予想の見直し

高成長の基調に変化はないが、足元の売上水準が低下

2007 2008 2009 2010 2011 2012 

2007 2008 2009 2010 2011 2012 

2007 2008 2009 2010 2011 2012 

主要既存製品

主要新製品

EPO包括化・価格低下
S-A品販売権返還

価格低下
安全性対応厳格化

全社

4,500億円

4,600億円

3,270億円

3,448億円

Sunrise 2010Sunrise 2010

現予測現予測

現予測現予測

現予測現予測

Sunrise 2010 Sunrise 2010 

Sunrise 2010 Sunrise 2010 
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新中期経営計画「Sunrise 2012」

Sunrise 2010 Sunrise 2012

2010年連結売上高

2010年連結営業利益（率）

4,500 億円

1,000億円

（22.2%）

2012年連結売上高

2012年連結営業利益（率）

4,600 億円

800億円

（17.4%）



10

飛躍的に強化された製品・開発品ポートフォリオ

2001 期末時点 2008 期初時点

アライアンス前 アライアンス後

が
ん

そ
の
他

上市済 後期開発品

が
ん

そ
の
他

上市済 後期開発品

凡例：

ED-71

EPO

EVI

FEM

ACT(RA)

ALF

NEU

SIG

SVE

EPO

RMD

OXA

HER(BC)

XEL(BC,CC)

PEG(HCV)

ALF 

RIT

AVA(CRC)

SIG

SVE 

EPO

TAR(NSCLC)

COPE（HCV）

EVI 

FEM

NEU

TAM

OXA

KYT

HER(GC)

XEL(CRC)

PEG
(Cirrhosis)

ED-71

AVA(BC)

ACT(RA)

C.E.R.A.

TAR(PC)

EPO 

XEL(GC)

COPE
（Cirrhosis）

BONVIVA

AVA(NSCLC)

AVA(GC)
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製品・開発品ポートフォリオの特性

アンメットメディカルニーズに応える革新的新製品群

• アバスチン®、タルセバ® 、ハーセプチン® などの抗がん剤

• アクテムラ®

• ペガシス® ／コペガス® など

専門医市場において高い評価を受ける既存製品群

• エポジン® 、オキサロール®

• ノイトロジン® 、カイトリル®

• スベニール®

• シグマート® など
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I. ポートフォリオマネジメント強化

プロジェクトの優先順位設定と的確な資源配分

アライアンスの活用等によるPoC早期化

革新的新薬の価値最大化による市場創造（がん・リウマチなど）

透析市場でのプレゼンスの更なる強化

強固な領域フランチャイズの構築

II.戦略マーケティング機能の発揮

III.全社生産性極大化

「Sunrise 2012」達成に向けた主要課題

主要課題

マーケティング・営業活動の高度化を進め、

革新的新薬による市場創造と高成長を実現する
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革新的新薬による市場創造のための体制強化

* 2008/3～

上市
市場浸透

後期開発PoC創薬

ポートフォリオ
マネジメント

委員会 *
戦略マーケティング委員会 *

•R&Dポートフォリオ

マネジメント

•R&D資源配分

• マーケティング戦略

• 営業戦略

開発段階から一貫した製品ライフサイクル戦略の立案・実行



14

革新的新薬創出・市場創造による成長

2015 2010 2020 

アバスチン®、アクテムラ®に
続く有力新製品による高成長
と高利益水準の実現

有力新薬による中期的成長の
最大化 （アバスチン® 、タルセバ® 、
ハーセプチン® 、ペガシス® /
コペガス® 、アクテムラ®など） がん領域をはじめとする

戦略領域での強固な
フランチャイズ確立と

安定的利益確保

2007

既存製品市場プレゼンス
強化による利益基盤確保

成
長

ロシュとのWIN-WIN 
2012年
営業利益

800億円



お問い合わせ先：広報IR部

報道関係者の皆様：広報グループ

Tel : 03-3273-0881
e-mail : pr@chugai-pharm.co.jp
担当：山田、島田、荒木

投資家の皆様：IRグループ

Tel : 03-3273-0554
e-mail : ir@chugai-pharm.co.jp
担当：内田、前田、清水、時田


